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年間総合順位の考え⽅について 
 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

⽇頃より⽇本ライフセービング協会（JLA）の諸事業に対しまして多⼤なるご理解とご協⼒をいただ
きまして誠にありがとうございます。 
 
2020 年 12 ⽉ 4 ⽇発表の「2021 年度 競技会運営⽅針について」に基づき、以下について詳細を

発表いたします。 
 

敬具 

 
記 

 
l 年間総合順位の付け⽅について（別紙 1 参照） 

以上 

 

 
公益財団法⼈ ⽇本ライフセービング協会 

ライフセービングスポーツ本部 
info@jla.gr.jp 

 



（別紙 1） 
l 年間総合順位について 

（１） シリーズごとに年間総合順位を決める。年間総合順位を決める⼤会は以下の通り。 

カテゴリ プール オーシャン SERC 

全⽇本シリーズ 
全⽇本 

プール 

全⽇本 全⽇本 

SERC 

全⽇本学⽣シリーズ 
全⽇本学⽣ 

プール 

全⽇本学⽣ 全⽇本学⽣ 

SERC 

JYM シリーズ 

・ジュニア（⼩学⽣） 

・ユース（中学⽣） 

・ユース（⾼校⽣） 

・マスターズ 

JYM プール 

JYM ビーチ 

 

JYM サーフ 

（該当なし） 

 
（２） 年間総合順位は以下の通り表彰する。表彰は年度末に⾏われるライフセービングスポーツ

フォーラムで⾏う。 

カテゴリ 1 位 2 位 3 位 

全⽇本シリーズ 優勝カップ 賞状 賞状 

全⽇本学⽣シリーズ 
優勝カップ（男⼦） 

優勝カップ（⼥⼦） 

賞状（男⼦） 

賞状（⼥⼦） 

賞状（男⼦） 

賞状（⼥⼦） 

JYM シリーズ 

・ジュニア（⼩学⽣） 

・ユース（中学⽣） 

・ユース（⾼校⽣） 

・マスターズ 

賞状（⼩学⽣） 

賞状（中学⽣） 

賞状（⾼校⽣） 

賞状（マスターズ） 

賞状（⼩学⽣） 

賞状（中学⽣） 

賞状（⾼校⽣） 

賞状（マスターズ） 

賞状（⼩学⽣） 

賞状（中学⽣） 

賞状（⾼校⽣） 

賞状（マスターズ） 

 
（３） 年間総合順位の決め⽅ 

① プール/オーシャン/SERC またはプール/ビーチ/サーフの、競技会順位の合計数が少な
いチームが上位となる。（図 1 参照） 

② 上記で同⽴の場合、競技会の最⾼順位がより⾼いチームを上位とする。⼀番⾼い順位が
同⽴の場合には 2 番⽬、2 番⽬も同⽴の場合には 3 番⽬に⾼い競技会順位で⽐較する。
（図 1 参照） 

③ 上記でまだ同⽴の場合、各競技会のポイント合計数の⼤きいチームを上位とする。（図
2 参照） 

④ ポイント合計数でも同⽴の場合には、SERC を除いてより⾼い種⽬順位を多く獲得した



チームを上位とする（1 位の獲得数で⽐較→2 位の獲得数で⽐較→続く…）。 
⑤ チームが出場しなかった競技会の順位は、出場チーム数に 1 を加えた数を使⽤する。 

 
（図 1︓年間総合順位例 ①と②に対応） 

 オーシャン プール SERC 順位合計 
競技会 

最⾼順位 

競技会 

2 番⽬順位 

競技会 

3 番⽬順位 

ポイント 

合計 

年間 

総合 

A チーム 2 位 1 位 2 位 5 --- --- --- --- 1 

B チーム 1 位 6 位 1 位 8 1 --- --- --- 2 

C チーム 3 位 2 位 3 位 8 2 --- --- --- 3 

 

（図 2︓年間総合順位例 ③に対応） 
D チーム 

（ポイント） 

1 位

（100） 

6 位

（30） 
2 位 8 1 2 6 130 1 

E チーム 

（ポイント） 

2 位 

（60） 

1 位

（60） 
6 位 8 1 2 6 120 2 

 


